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サブタイトルを見れば本作が何の映画かすぐにわかるが、ナチスドイツが猛

威を振るったあの時代でも、ブロードウェイでの成功を夢見るユダヤ人の若い

女性ジャズシンガーがいても何ら不思議ではない。冒頭の1940年8月に「シ

ング・シング・シング」を熱唱するステラの魅力は相当なものだが、その直後

の黄色い星をつけての強制労働やユダヤ人狩りの姿に啞然！ 

兵庫県の齋藤元彦知事によるパワハラ疑惑では「公益通報制度」のあり方が

焦点となったが、ゲシュタポが仕掛けた密告システムとは？ステラの被害者か

ら加害者への変身ぶりは如何に？そして、ヒトラーにユダヤ人同胞を売ったス

テラをあなたは非難できる？ 

アイヒマンも東條英機も戦勝国による裁判で死刑判決を受けたが、ナチスド

イツの敗北後、ベルリンの地方裁判所で受けたステラの判決は？なぜ彼女は5

回も結婚したのかを含め、本作から彼女の数奇な人生をしっかり考えたい。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■「ヒトラーもの」に新たな珍しいパターンが登場！■□■ 

本作は、メインタイトルの「ステラ」だけでは何の映画かサッパリわからないが、「ヒト

ラーにユダヤ人同胞を売った女」というサブタイトルがつけば、それが明確になる。さら

に、チラシに躍っている「ジャズシンガーを夢見た若き女性は、なぜ密告者になったのか

－。」、「“被害者”から“加害者”へ。壮絶な時代を生き抜いた女性の衝撃の実話」の文字

を見れば、本作は「ヒトラーもの」の新たな珍しいパターンの映画だということもよくわ

かる。 

主人公のステラ役を演じるのは『水を抱く女』（20年）（『シネマ48』260頁）で、ベル

リン国際映画祭主演女優賞を受賞したドイツ人女優のパウラ・ベーア。またドイツ人監督
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として、ユダヤ人密告者の物語を伝えたいと思ったのは、インタビューの中で、「私にとっ

て、これはドイツの歴史において重要な部分だから」、「ドイツにおけるユダヤ人の運命は

私の歴史の一部であり、私はそれに責任を感じており、この責任は歳を重ねるごとに膨ら

んでいきました」と答える、1971年生まれのドイツ人監督キリアン・リートホーフだ。彼

が本作の共同脚本を書き、監督するについては、ピーター・ワイデン原作の『密告者ステ

ラ～ヒトラーにユダヤ人同胞を売った女』を参考とした上、①1946年からのロシア軍司令

部による尋問記録、②1957年からのすべての裁判資料にリサーチをしたそうだ。それによ

って、1922年生まれのドイツ系ユダヤ人女性ステラが 1994年 10月に（自殺によって）

死亡するまでの衝撃の実話が明らかにされるわけだが、さて彼女は被害者？それとも加害

者？ 

私はそれはいくら考えても正解が出てこない超難解なテーマだと考えているため、チラ

シに躍る「“被害者”から“加害者”へ。壮絶な時代を生き抜いた女性の衝撃の実話」の文

字にはいささか違和感がある。ちなみに、私が大きな衝撃を受けたのが、ポール・バーホ

ーベン監督の『ブラックブック』（06年）（『シネマ14』140頁、『ヒトラーもの、ホロコー

ストもの、ナチス映画大全集』182 頁）だ。オランダを舞台とした同作は、オランダ人の

レジスタンスの抵抗がテーマだったが、主人公をユダヤ人女性とし、ナチス諜報部の将校

との恋を主軸に据えたのがミソ。ホントのヒーローは誰？そして本当の裏切り者は誰？そ

んなスリルとサスペンスに富んだストーリーが、息もつかせぬ大迫力で迫ってきた素晴ら

しい映画だった。とりわけ、同作のラスト20分は素晴らしいハイライトだったが、それに

比べて本作のハイライトは・・・？ 

■□■あの時代、ユダヤ人だってジャズでスイングを！■□■ 
私の大好きな「潜水艦モノ」のドイツ映画『Uボート』（97年）（『シネマ16』304頁）

の冒頭は、艦長たちが将校クラブで音楽や食事を楽しむシーンだった。当然ながら、戦時

下のナチスドイツにおいても、将校たちにはこのような束の間の憩いが保障されていたわ

けだ。しかして、本作の冒頭は、共にアメリカのブロードウェイでの成功を夢見るジャズ

シンガーのステラが、ユダヤ人の仲間とともに「シング・シング・シング」を熱唱する風

景が登場する。時は1940年8月だから、ナチスドイツがポーランドに侵攻した1939年9

月1日から約1年後だ。 

華やかなジャズのスイングが終了した後は、一転して、アメリカへの脱出を熱望するス

テラが、恋人のフレート（ダミアン・ハルドン）や父親のゲルト（ルーカス・ミコ）、母親

トニ（カッチャ・リーマン）らと苦悩する姿が描かれる。私には人種をめぐる微妙な問題

はわからないが、ステラはドイツ系ユダヤ人だし、「俺は国のために戦ったドイツ人だ」と

語る父親は、「国を出る気はない。」と語っていたから、その難しさは更に奥が深い。そん

な状況下でのステラのビザ取得が困難を極めていたのは当然だ。 

他方、そんな状況下でも、ドレスアップした姿で演奏会に登場し、「レッツ・ミスビヘイ
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ブ」を歌うステラの歌声はお見事！演奏後、会場に来ていたブロードウェイのエージェン

トの名刺をもらったステラは大喜びだったが、ナチスドイツとユダヤ人たちの現実は・・・？ 

■□■強制労働！ユダヤ人狩り！潜伏と身分証の偽造！■□■ 

私は『黄色い星の子供たち』（10年）（『シネマ27』118頁）を観てはじめて、1942年7

月16日にヴィシー政権下のフランスで起きたヴェル・ディブ事件を知るとともに、同年6

月 6 日には、6 歳以上のすべてのユダヤ人に対して黄色の星を胸に取り付けるよう命令さ

れたことを知った。しかして、本作でも導入部で見たジャズ演奏のシーンが終わると、そ

れとはうってかわって、ステラが強制労働で働かされるシーンが登場するが、そこでは彼

女の胸に貼られている黄色い星に注目！ 

『アンネの日記』（47 年）が書かれたのはオランダだが、ドイツ国内における“ユダヤ

人狩り”が急速に進み始めたのは、当然ながらアウシュビッツ送り政策と連動したものだ。

そんな状況下でも、金髪でユダヤ人に見えないステラは、ユダヤ人への外出禁止命令が出

ている中、黄色い星を外して街中を歩いていたから、両親や今はステラの夫になっている

フレートは心配だ。しかし、一見ユダヤ人に見えない美女は得。ステラは街中で出会った

ナチス将校と、ちゃっかりオペラ鑑賞する等の“したたかさ”を見せていたが、一斉捜索

を受けた両親は何とか逃げ延びたものの、夫のフレートは連行されてしまうことに。 

本作中盤は、ユダヤ人狩りが続く中でも、新しい恋人のロルフ（ヤニス・ニーヴーナー）

と出会い、偽造した身分証をユダヤ人へ2000マルクで販売したり、ナチス将校をたぶらか

して白紙の身分証を入手したり、女の武器を巧みに使いながらたくましく生きていくステ

ラの姿に注目！『ブラックブック』に登場したヒロインはナチス親衛隊将校の“女”にな

ることによって庇護を受けたが、本作に見るステラは特定のナチス将校と結託するのでは

なく、ユダヤ人の新恋人ロルフと微妙な連携を取りながら、厳しいユダヤ人狩りの中を生

き延びていくので、本作中盤はそんなステラの生きザマに注目したい。もっとも、そんな

ウマい話がいつまで続くのか心配していると、案の定。ステラもロルフも、ジャズ仲間か

らの密告によってゲシュタポに逮捕されてしまうことに・・・。 

■□■被害者から加害者へ！？あなたならどうする？■□■ 

かつて日中戦争と太平洋戦争を戦っていた当時の日本（大日本帝国）では、天皇制の批

判はタブーだった。したがって、「戦争反対！」とともに堂々と「天皇制打倒！」をスロー

ガンに掲げた日本共産党が弾圧されたのは当然。また、治安維持法違反によって逮捕され

た彼らが受けた、憲兵隊からの過酷な拷問を伴う尋問が大変だったことは、『日本共産党闘

争小史』（46 年）等で実証されている。ナチスドイツによるユダヤ人狩りはヒットラーの

根本政策の 1 つだから、ユダヤ人仲間からの密告によってやっと逮捕できたステラに対す

るゲシュタポの拷問を伴う尋問が酷いことは想像に固くない。その実態は本作中盤のスク

リーンを見れば明らかだ。日本共産党への大弾圧が続く中で、「転向」が相次いだのはやむ

を得ないが、本作中盤では次第に被害者から加害者に変身していくステラの姿に注目！ 



4 

 

ちなみに、ステラが暴行によって受けた歯の治療を受けている最中に脱出する機会を得

たのは幸いだったが、久しぶりに両親と再会できた後、再び両親と共にゲシュタポに逮捕

されてしまったから、事態はさらに悪化。ステラに対する以後の尋問はさらに強硬になっ

た上、両親のアウシュビッツ行をちらつかされると、ついにステラは陥落。ドッベルケ将

校（ゲルディ・ツィント）に対して街中に潜むユダヤ人同胞を売ることを約束してしまう

ことに。すると以降は、良心の呵責に苛まれながらも、一気呵成にステラは被害者から加

害者へ。ステラが良心の呵責に苛まれながら、一人また一人とユダヤ人同胞をゲシュタポ

に売り渡していく姿は、結構複雑だからわかりにくいが、本作中盤の展開では、胸を締め

付けられること間違いなし！ 

■□■密告のレベルは同胞からの非難と正比例！？■□■ 

兵庫県の齋藤元彦知事の“パワハラ疑惑”をめぐっては、公益通報制度のあり方が議論

され、その不十分性が指摘された。そこに見る公益通報と本作に見る密告との「線引き」

は微妙だ。すなわち、公益通報制度における通報者への保護を強化すればするほど、公益

通報の質量ともにレベルが上がってくるのは当然だ。他方、密告は本来、秘密裏に行われ

るものだが、密告者について、さまざまな噂が流れるのは仕方ない。しかして、ジャズ仲

間からの密告によってゲシュタポに逮捕されてしまったステラが、今度は被害者から加害

者の側に回り、ステラの密告によって、現実に多くのユダヤ人同胞たちが次々と逮捕され

ると、ユダヤ人同胞たちからステラに対して、一斉に非難の目が向かったのは仕方ない。 

そんな非難にどこまでの根拠があるのかは誰にもわからないが、自らの行動はステラ自

身が一番よく知っているだけに、イエスキリストをローマに売ったユダと同じく、ステラ

が罪の意識に苛まれたのは当然だ。しかし、そこで興味深いのは、ユダヤ人同胞から非難

の目を向けられると、それに正比例するかのように、ステラのユダヤ人同胞に対する反感

が強くなり、ステラが次のターゲットを密告する仕事に熱心になり始めたことだ。そのた

め、当初は密告したターゲットが逮捕される姿に目を背けていたステラだったが、密告の

回数が増えるにつれて、ステラの態度が堂々としてきたからすごい。もともと金髪の美女

だから、ユダヤ人同胞への裏切りや罪の意識に怯えることのなくなったステラが自由を謳

歌し、街中を堂々と活歩する姿は実にかっこよくハマっている。その結果、ステラが密告

したユダヤ人同胞の数は数百人に上ったが、ナチスドイツが崩壊すると・・・。 

■□■戦後の裁判は？ベルリン地方裁判所の判決は？■□■ 

ナチスドイツの戦争犯罪を裁く裁判としては、アイヒマン裁判が最も有名。また、同裁

判をテーマにした映画は、『アイヒマンを追え！ナチスがもっとも畏れた男』（15年）（『シ

ネマ39』94頁）、『アイヒマン・ショー 歴史を映した男たち』（15年）（『シネマ38』150

頁）、『アイヒマンの後継者 ミルグラム博士の恐るべき告発』（15 年）（『シネマ 39』101

頁）等たくさんあるが、『ハンナ・アーレント』（12年）（『シネマ32』215頁）の問題提起

は素晴らしいものだった。 
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他方、本作を観て私は初めて、ステラの「ユダヤ人同胞を売った罪」に対する裁判が1957

年からベルリン地方裁判所で開廷されていたことを知った。ステラに対する裁判がそんな

に遅くなったのは、仲間の協力を得て逃亡していたステラが、1945年 12月に逮捕され、

1946年5月にはロシアの軍事法廷で懲役10年の有罪判決を受け服役していたためだ。服

役を終えたステラは1956年11月に釈放されて西ベルリンに移ったが、ユダヤ人コミュニ

ティによって裁判を起こされることに。しかして、本作ラストはそんなステラの法廷シー

ンになるので、それに注目！ 

傍聴席に陣取るユダヤ人たちは口々にステラに対する非難の声を浴びせたが、ステラは

堂々としたもの。また、ステラは弁護士費用もケチらなかったのだろう。ステラの弁護人

の弁護術はしたたか、かつ相当なものだ。ステラに対する非難は理解できるものの、他方

で、両親のアウシュビッツ送りを示唆されながら同胞たちの密告を強要されたステラの苦

悩も理解できるから、ステラの被害者から加害者への転身にも同情の余地があることは明

らかだ。 

ドイツのアイヒマン裁判でも、日本の東京裁判でも、戦勝国が裁いた法廷では当然アイ

ヒマンや東條英機に対して死刑判決が下されたが、ベルリン地方裁判所はステラに対して

どんな判決を下したの？それは弁護士の私にとっても意外な判決だったので、その姿はあ

なた自身の目でしっかりと！ 

■□■５回も結婚！子供も出産！ステラの晩年は？死亡は？■□■ 

本作を観れば、ステラはジャズシンガーを夢見て仲間たちと演奏活動を続けていた時に

知り合った恋人のフレート（実際はマンフレート・キューブラー）とまず 1 回目の結婚し

たことがわかる。また、強制労働に従事する屈折した日々の中で 2 人の間に溝が生まれた

ステラは、新しい恋人ロルフと共に身分証を偽造し販売する闇稼業に精を出した挙句、ロ

ルフとの新生活が始まったこともわかる。 

他方、本作鑑賞後にパンフレットを読むと、ステラは1944年10月にロルフと2回目の

結婚をした後、1945年10月に娘のイボンヌを出産（現在、娘はイスラエルに在住）、さら

に、前記のベルリンでの裁判後、ステラは、かつて空軍の英雄だった機械工（3回目）、タ

クシー運転手（4回目）、鉄道の車掌（5回目）と計5回もの結婚をしたそうだからすごい。

スクリーン上で見た彼女の美貌は50歳近くなっても衰えていなかったのだろう。それらは

あくまで本作鑑賞後にパンフレットから得た知識だが、本作の終盤では鏡に向かって化粧

を整えたステラが、窓から飛び降りるシーンになるので、それに注目！ 

しかして、この自殺のシーンは真実なの？また真実だとしたら、それは一体いつのこと

なの？それらについても本作鑑賞後、パンフレットの【ステラ・ゴルトシュラーク年表】

を読めば明らかだから、真実を知りたい人はそれらをしっかりと！ 

2025（令和7）年2月13日記 


